
遺言  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遺
言
書
（
例
） 

 

遺
言
者 

神
奈
川
太
郎
は
こ
の
遺
言
書
に
よ
り
次
の
と
お
り
遺
言
す
る
。 

一
、
遺
言
者
は
、
左
記
物
件
を
妻
花
子
に
相
続
さ
せ
る
。 

記 

 

① 

土
地 

所
在
地 

神
奈
川
県
○
○
市
○
○
町
○
丁
目
○
番 

 
 
 
 

 

宅
地 

○
○
平
方
メ
ー
ト
ル 

② 
建
物 

所
在
地 

神
奈
川
県
○
○
市
○
○
町
○
丁
目
○
番 

 
 
 
 

 
家
屋
番
号 

○
○
番 

木
造
瓦
葺
平
屋
建 

 
 
 
 

 
居
宅 

○
○
平
方
メ
ー
ト
ル 

③ 

同
建
物
内
家
財
道
具
そ
の
他
の
動
産 

④ 

第
二
項
及
び
第
三
項
の
定
期
預
金
を
除
く
預
金
全
部 

二
、
遺
言
者
は
、
左
記
物
件
を
長
男
一
郎
に
相
続
さ
せ
る
。 

記 

① 

㈱
Ｔ
Ｎ
Ｔ
株
式
二
百
株 

② 

勤
労
金
庫
緑
支
店
定
期
預
金
証
書
番
号
○
番
○
○
万
円 

三
、
遺
言
者
は
、
左
記
物
件
を
長
女
浜
子
に
相
続
さ
せ
る
。 

記 

① 

勤
労
金
庫
中
山
支
店
定
期
預
金
証
書
番
号
○
番
○
○
万
円 

以
上
の
遺
言
を
明
確
に
す
る
為
、
遺
言
者
は
自
分
で
こ
の
遺
言
書
全
文
を

筆
記
し
、
日
付
お
よ
び
氏
名
を
自
書
し
て
捺
印
す
る
。 

 

平
成
○
年
○
月
○
日 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

神
奈
川
県
○
○
市
○
○
市
○
○
町
○
丁
目
○
番 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

遺
言
者 

神
奈
川 

太
郎 

印 




